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綱
引
き
チ
ー
ム
結
成
14
年

―
―
ち
ょ
ー
ど
り
ー
ず
が
で
き
た
の
は

い
つ
で
す
か
。
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

今
年
で
も
う
14
年
に
な
り
ま
す
。
結

成
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
わ
ず
か
し

か
い
ま
せ
ん
。
最
初
は
遊
び
の
つ
も
り

で
始
め
て
、
大
会
あ
る
か
ら
出
て
み
よ

う
か
と
い
う
感
じ
で
今
に
至
り
ま
す
。

―
―
他
の
皆
さ
ん
は
ど
う
い
う
き
っ
か

け
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。
今
の
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
に
な
り

ま
す
か
。

　

全
員
が
未
経
験
者
で
、
友
人
に
誘
わ

れ
て
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

大
会
を
見
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
自
ら

入
っ
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
一
人
い
ま

す
。
６
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

家
族
の
応
援
で

―
―
皆
さ
ん
普
段
は
お
仕
事
さ
れ
て
る

ん
で
す
か
。

　

全
員
仕
事
し
て
ま
す
。
看
護
師
、
事

務
員
、
介
護
施
設
職
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
な
ど
色
々
で
す
が
。

―
―
先
ほ
ど
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
ね
。
仕
事
に
家

事
に
大
変
で
す
よ
ね
。

　

お
母
さ
ん
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
旦

那
さ
ん
や
家
族
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
く
れ
て

い
て
、
や
り
や
す
い
環
境
な
の
で
あ
り

が
た
い
で
す
。
試
合
の
時
な
ど
は
み
ん

な
で
来
て
く
れ
ま
す
。

試
合
前
は
３
キ
ロ
減
量
！

―
―
皆
さ
ん
ほ
っ
そ
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
体
重
制
限
と
か
あ
る
ん
で
す
よ

ね
。

　

競
技
は
８
名
で
行
い
ま
す
の
で
、
合

計
が
５
０
０
㎏
以
下
で
な
い
と
だ
め
な

ん
で
す
。
顔
を
伏
せ
て
る
メ
ン
バ
ー
も

い
ま
す
が
、
こ
の
重
み
が
大
事
な
ん
で

す
。
ボ
ク
サ
ー
の
よ
う
に
大
会
ま
で
は

減
量
し
ま
す
。
計
量
後
は
…
（
笑
）

「暗示で勝利！」
みんなで楽しく、ＮＥＶＥＲ ＧＩＶＥ ＵＰ！

＃ちょーどりーず×広報委員会

家族の協力で頑張れます
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全
国
の
舞
台
で
は

―
―
今
ま
で
全
国
大
会
を
何
度
も
経
験

さ
れ
た
と
い
う
事
で
す
が
。

　

今
年
で
９
年
連
続
だ
っ
た
ん
で
す
。

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
、
全
国
大
会
の
切

符
は
持
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
全
国
大
会
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

―
―
過
去
の
成
績
は
。

　

最
高
で
３
位
で
す
。
メ
ダ
ル
を
も
ら

え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
き
ら

め
た
ほ
う
が
負
け
な
の
で
、
最
後
は
気

力
で
し
た
ね
。

―
―
監
督
は
相
手
チ
ー
ム
を
研
究
し
て

采
配
し
て
く
れ
る
ん
で
す
か
。

　

全
国
大
会
時
は
対
戦
相
手
を
か
な
り

分
析
し
、
試
合
直
前
に
は
「
お
前
ら
は

勝
て
る
ぞ
、
絶
対
勝
て
る
」
と
暗
示
を

か
け
、
試
合
開
始
で
引
き
出
す
と
、
止

め
る
時
も
引
く
と
き
も
す
べ
て
監
督
の

指
示
ど
お
り
に
動
き
ま
す
。

あ
く
ま
で
楽
し
く

―
―
綱
引
き
を
始
め
て
普
段
の
生
活
で

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

根
気
強
く
な
り
ま
し
た
。
あ
き
ら
め

な
い
心
が
身
に
つ
い
た
気
が
し
ま
す
。

｢N
E

V
E

R
 G

IV
E U

P

最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
」
と
い
う
横
断
幕
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
あ
き
ら

め
る
の
が
早
い
チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
言
葉
に
し
ま
し
た
。

―
―
誘
わ
れ
て
入
っ
た
り
し
て
も
続
け

て
い
け
る
だ
け
の
綱
引
き
の
魅
力
は
。

思
っ
た
よ
り
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
見
え

ま
す
が
ケ
ガ
な
ど
は
し
な
い
で
す
か
。

　

勝
っ
て
も
負
け
て
も
み
ん
な
で
一
つ

に
な
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
ケ
ガ
に
関
し

て
は
、
み
ん
な
一
度
は
肋
骨
に
ひ
び
が

入
っ
て
ま
す
。
で
も
人
数
が
ギ
リ
ギ
リ

な
の
で
一
人
で
も
欠
け
る
と
試
合
に
出

れ
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
ち
ょ
ー
ど
り
ー

ず
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

―
―
練
習
は
い
つ
も
貴
志
川
体
育
館
で

や
っ
て
る
ん
で
す
か
。

　

毎
週
水
曜
と
日
曜
の
夜
に
行
っ
て
い

ま
す
。
男
子
チ
ー
ム
と
合
同
で
行
っ
て

い
る
こ
と
で
強
く
な
れ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
全
国
で
戦
え
る
の
は
、

男
子
の
お
か
げ
。
い
い
練
習
環
境
に
あ

り
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
み
ん
な

で
楽
し
く
練
習
す
る
の
が
モ
ッ
ト
ー
な

ん
で
す
。

　

た
ま
に
強
豪
チ
ー
ム
と
の
合
同
練
習

に
大
阪
に
行
く
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

他
チ
ー
ム
は
叱
咤
激
励
が
飛
び
交
っ
て

厳
し
く
し
て
い
ま
す
ね
。
で
も
私
た
ち

は
あ
く
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
く
で
す
。

―
―
最
後
に
、
今
後
の
目
標
は
。

　

ず
ば
り
、
全
国
優
勝
で
す
。
全
国
よ

り
少
し
遅
れ
、
37
年
前
和
歌
山
で
初
め

て
綱
引
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
全

国
大
会
の
あ
の
優
勝
旗
を
紀
の
川
市
に

必
ず
持
ち
帰
り
た
い
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
練
習
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ

プ
を
済
ま
せ
、
男
性
陣
６
名
を
相
手
に

勝
負
。
掛
け
声
と
と
も
に
綱
が
ビ
シ
ッ

と
音
を
立
て
ピ
ン
と
張
り
ま
す
。
近
く

で
見
る
と
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。

（
榎
本
・
太
田
）

取材に協力してくれたメンバー

取材の様子

男子チームとの練習
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●
第
３
回
臨
時
会
●

第
３
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

臨
時
会　

会
期　

１
日
間 

７
月
29
日

定
例
会　

会
期　

33
日
間 

８
月
28
日
～
９
月
29
日

　

・
一
般
質
問　

６
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
３
割
お
得
！

１
（
議
案
第
80
号
）
令
和
２
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

◎
商
工
振
興
事
業
（
６
３
４
４
万
５
千
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
飲
食
店
や
小
売
店
等

の
経
済
対
策
と
し
て
、
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
を
10
％
か
ら
30
％
へ
引
き
上
げ
る
経
費
、
ま
た
、
南
大
阪

エ
リ
ア
か
ら
の
来
訪
者
の
市
内
周
遊
に
よ
る
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
、

農
産
物
直
売
所
や
飲
食
店
等
で
利
用
で
き
る
割
引
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
に

か
か
る
経
費
で
す
。

Ｑ
今
回
は
、
商
工
会
の
非
会
員
の
店
舗

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
利
用
で
き
る
店
舗
の
周
知
は

ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
９
月
の
市
広
報
紙
と
紀
の
川
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
商
品
券
を
購
入
す
る
場
合
、
い
く
ら

か
ら
購
入
で
き
ま
す
か
。

Ａ
額
面
５
０
０
円
の
商
品
券
26
枚
つ
づ

り
を
１
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
　
　
（
上
限
額
は
一
人
あ
た
り
３
万
円
）

プレミアム商品券の抽選会の様子

　

臨
時
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
令
和
２
年
度
補
正
予
算 

・
・
・
・
・
・
・  

１
件

　

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

・
・
・
・
・
・
・  

２
件

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
19
件

　

・
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
・
・
・
・
・
・
22
件

　

・
令
和
２
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
20
件

　

・
条
例
の
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

委
員
会
提
出
議
案

　

・
意
見
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

６件に
注目！

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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新
生
児
に
も
11
万
円

２

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と
家
庭
学
習

３

（
議
案
第
80
号
）
令
和
２
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
81
号
）　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
議
案
第
82
号
）　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◎
育
児
臨
時
特
別
支
援
給
付
金
給
付
事
業
（
３
０
８
４
万
８
千
円
）

　

基
準
日
（
４
月
27
日
）
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
特
別
定
額
給
付
金
・
紀
の
川
市
特
別
定
額
給
付
金
に
関
連
し
て
、
令

和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供
に

対
し
、
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
情
報
端
末
機
器
等
を
購
入
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
指
名
競
争
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
学
習
用
端
末
等　

３
１
９
５
台　

１
億
８
６
５
６
万
円

　

中
学
校
学
習
用
端
末
等　

１
５
９
１
台　

９
２
８
９
万
５
千
円　

　
（
契
約
先
）
有
限
会
社
カ
ワ
カ
ミ　

代
表
取
締
役　

河
上
泰
三

Ｑ
対
象
者
数
は
何
人
を
見
込
ん
で
い
ま

す
か
。

Ａ
４
月
28
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
出

生
数
が
49
人
、
妊
婦
が
１
８
３
人
、

過
去
の
出
生
数
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
推
計
で
50
人
の
約
２
８
０
人
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
給
付
に
至
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

Ａ
す
で
に
出
生
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

８
月
３
日
に
案
内
通
知
・
申
請
書
の

発
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
今

後
出
生
届
を
提
出
さ
れ
る
方
に
は
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
案
内
し
ま
す
。

Ｑ
市
内
業
者
３
社
と
、
市
内
に
営
業
所

を
置
く
業
者
１
社
の
４
社
で
入
札
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
参
加
資

格
の
あ
る
業
者
は
な
か
っ
た
の
で
す

か
。

Ａ
Ｏ
Ａ
機
器
関
係
で
指
名
登
録
さ
れ
て

い
る
会
社
は
、
市
内
業
者
９
社
と
市

内
に
営
業
所
を
置
く
４
社
で
す
。
学

校
関
係
で
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
入
れ
替

え
実
績
の
あ
る
４
社
を
選
定
し
ま
し

た
。

Ｑ
請
負
率
は
。
ま
た
、
一
般
競
争
入
札

の
考
え
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
94
．
９
％
で
す
。
物
品
調
達
は
指
名

競
争
入
札
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

購入予定のタブレット

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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多
目
的
ト
イ
レ
も
登
場

４

特
別
教
室
も
快
適
に

５

（
議
案
第
121
号
）
令
和
２
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
121
号
）
令
和
２
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

◎
運
動
公
園
管
理
運
営
事
業
（
４
２
９
５
万
円
）

　

大
型
遊
具
を
設
置
す
る
市
民
公
園
内
の
芝
生
公
園
の
隣
接
地
に
ト
イ

レ
を
整
備
し
ま
す
。

◎
小
学
校
施
設
管
理
事
業
（
78
万
８
千
円
）

　

令
和
元
年
度
で
普
通
教
室
の
空
調
整
備
が
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は

特
別
教
室
の
空
調
設
備
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

Ｑ
ト
イ
レ
の
建
物
の
概
要
は
。

Ａ
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
男
子
１
棟
、
女
子
１

棟
、
多
目
的
１
棟
の
３
棟
連
結
し
た

ト
イ
レ
で
、
大
便
器
は
す
べ
て
洋
式

ト
イ
レ
と
な
り
ま
す
。
汚
水
処
理
は

合
併
浄
化
槽
で
す
。

Ｑ
手
洗
い
の
高
さ
な
ど
、
子
供
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
子
供
用
の
手
洗
い
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
い
つ
頃
で
き
る
の
で
す
か
。

Ａ
令
和
３
年
３
月
中
旬
と
考
え
て
い
ま

す
。

トイレ建設予定の駐車場

池田小学校の理科室

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
ど
こ
の
小
学
校
の
、
ど
の
教
室
で
す

か
。

Ａ
池
田
小
学
校
と
田
中
小
学
校
で
、
ど

ち
ら
も
理
科
室
・
家
庭
科
室
の
２
教

室
で
す
。

Ｑ
工
事
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

Ａ
本
年
度
は
設
計
を
行
い
、
工
事
は
令

和
３
年
度
で
、
夏
の
冷
房
が
必
要
な

時
期
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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１
５
０
０
円
助
成

６
（
議
案
第
142
号
）
令
和
２
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

◎
感
染
症
対
策
事
業
（
６
７
９
５
万
円
）

　

感
染
症
対
策
と
し
て
生
後
６
ヶ
月
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
１
回
に
つ
き
１
５
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

Ｑ
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。
直

接
、
病
院
で
行
う
の
で
す
か
。

Ａ
紀
の
川
市
・
岩
出
市
の
医
療
機
関
で

は
、
病
院
の
窓
口
で
手
続
き
し
、
助

成
額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
払
い
ま

す
。
他
地
域
の
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合
は
、
領
収
書
を
ご
持
参
の
う

え
、
市
役
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｑ
助
成
額
を
１
５
０
０
円
に
し
た
根
拠

は
。

Ａ
自
由
診
療
の
た
め
、
病
院
に
よ
っ
て

接
種
費
用
が
違
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
単
価
が
１
人
当
た
り
１
５
０
０

円
相
当
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書」
　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、地域経済に大きな影響がおよび、地方税・地方交付税
の大幅な減収等により、今後の地方財政は、これまでにない厳しいものになることが予想されることか
ら、地域の実情に応じた行政サービスを安定的に提供するため、地方税・地方交付税等の一般財源総額
を確保するよう要望します。

（提出先）　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　総務大臣　財務大臣　
　　　　　　経済産業大臣　経済再生担当大臣　まち・ひと・しごと創生担当大臣

「防災・減災、国土強靭化対策と地域経済復興に向けた社会資本整備の更なる推進を求
める意見書」
　防災・減災、国土強靭化に資する社会資本の着実な整備と一日も早い地域経済復興のために、必要な
公共事業予算を安定的に確保し、浸水・土砂災害対策や地震対策、さらには地域の特徴を活かしたまち
づくりのための措置を行うよう要望します。

（提出先）　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　財務大臣　農林水産大臣　
　　　　　　国土交通大臣　国土強靭化担当大臣　内閣府特命担当大臣（防災）

を提出することになりました意見書
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令和元年度決算を審査しました

　

総務文教、厚生、産業建設常任委員会をそれぞれ分科会とし、所管する事項について詳しく審
査を行いました。常任委員会、分科会の審査は、９月２・７・８・９・11・23 日の６日間です。

令和元年度決算
一般会計

予算現額　　　　　　　３１７億４,３６０万８,０００円
歳入決算額　　　　　　３１２億６,８２８万６,２１２円
　　　　　　　　　　　　　　  （収入率９８.５％）
歳出決算額　　　　　  ２９９億１,３４８万４,０４４円
　　　　　　　　　　　　　　  （執行率９４.２％）
翌年度（２年度）繰越額　  １３億５,４８０万２,１６８円

特別会計（１９会計）

歳入決算額　　　　　   １７９億９,９２０万６,３７０円
歳出決算額　　　　　  １７６億３,４１３万１,６７９円

認
定

◎
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
・
活
用
（
43
万
４
２
６
８
円
）

　

災
害
時
の
被
害
状
況
を
迅
速
に
調
査
す
る
な
ど
、
災
害
対
策
に
活
用
し
、

通
常
は
市
の
広
報
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

Ｑ
操
作
員
の
養
成
は
ど
う
し
て
い
る
の

で
す
か
。

Ａ
広
報
班
の
職
員
一
人
が
免
許
を
取

り
、
ほ
か
の
職
員
に
日
々
指
導
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
ド
ロ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た

の
で
す
か
。

Ａ
市
民
公
園
・
青
洲
の
里
な
ど
の
公
共

施
設
の
空
撮
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
載
せ
て
い
る
平
池
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
撮
影
し
ま
し
た
。
ま
た
、

水
難
事
故
捜
索
に
も
協
力
し
ま
し

た
。

折りたたみ式のドローン

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

上
空
か
ら
安
全
確
認

Pick up
１
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◎
鞆
渕
地
区
公
共
施
設
等
再
編
事
業
（
１
４
９
５
万
８
千
円
）

　　
老
朽
化
し
た
出
張
所
・
診
療
所
お
よ
び
消
防
施
設
を
集
約
し
、
災
害
対
策
・

行
政
機
能
の
向
上
な
ど
一
括
管
理
で
き
る
複
合
施
設
で
あ
り
、
当
地
区
の

賑
わ
い
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

◎
桃
源
郷
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
施
設
管
理
費
（
１
６
７
１
万
１

６
６
５
円
）

　　

和
歌
山
国
体
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
も
使
用
し
、
観
覧
席
も
備
わ
っ
た
競

技
場
の
運
営
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
再
編
す
る
公
共
施
設
の
概
要
（
計
画

面
積
）
は
。

Ａ
出
張
所
・
診
療
所
で
４
９
９
㎡
、
消

防
施
設
棟
１
０
２
㎡
、
土
の
う
作
業

棟
が
13
㎡
、
合
計
６
１
４
㎡
で
計
画

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
事
業
の
完
了
は
、
い
つ
頃
で
す
か
。

Ａ
令
和
４
年
度
の
完
了
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
利
用
状
況
は
。

Ａ
ほ
と
ん
ど
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
練

習
で
も
使
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
陸
上
競
技
で
使
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
部

分
が
傷
ん
で
い
ま
す
が
、
ス
タ
ン
ド

な
ど
も
含
め
、
今
後
ど
う
す
る
の
で

す
か
。

Ａ
サ
ッ
カ
ー
場
、
陸
上
競
技
場
な
ど
、

今
後
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
決
断
す

る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

建設予定地は文化財発掘調査中

平成17年10月に完成した桃源郷運動公園

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

用
地
が
決
ま
り
、
今
後
は
！

Pick up
2

老
朽
化
が
進
む
桃
源
郷
運
動
公
園

Pick up
3
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◎
環
境
保
全
事
業

　

市
民
に
快
適
な
環
境
の
中
で
生
活
を
営
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
空
き

地
管
理
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
公
募
用
・
移
転
用
住
宅
修
繕
費
（
６
４
７
９
万
１
９
３
０
円
）

　

公
営
住
宅
で
耐
用
年
数
が
す
ぎ
、
耐
震
性
が
確
保
で
き
な
い
住
宅
の

解
消
の
た
め
、
移
転
用
住
宅
11
戸
、
ま
た
令
和
２
年
度
公
募
用
住
宅
３

戸
の
修
繕
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
雑
草
等
管
理
が
行
き
届
い
て
な
い
空

き
地
管
理
指
導
の
対
処
率
が
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
で
す
か
。

Ａ
苦
情
件
数
２
４
８
件
に
対
し
、
適
正

管
理
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
件
数

が
２
０
１
件
、
対
処
率
81
．
04
％
と

な
り
ま
す
。

　
　

 

最
初
に
適
正
管
理
の「
お
願
い
文
書
」

を
送
付
し
、「
お
願
い
文
書
」
で
対

処
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、「
勧

告
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

 

そ
れ
で
も
対
処
し
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、「
再
勧
告
書
」
を
送
付
す

る
と
共
に
、
個
別
訪
問
を
実
施
し
て

指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
移
転
用
住
宅
の
入
居
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

Ａ
移
転
の
対
象
に
な
る
方
に
話
を
し

て
、
希
望
の
あ
る
方
が
多
け
れ
ば
、

抽
選
に
な
る
方
向
で
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
公
募
用
住
宅
の
入
居
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

Ａ
令
和
２
年
４
月
に
公
募
は
済
ん
で
、

入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。

指導前の空き地

きれいに修繕された内装

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

空
き
地
適
正
管
理
率
ア
ッ
プ
！

Pick up
5

安
全
・
快
適
な
住
ま
い
を

Pick up
4
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◎
不
法
投
棄
防
止
事
業
（
４
６
０
万
３
５
１
３
円
）

　

不
法
投
棄
の
未
然
の
防
止
や
迅
速
な
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
病
児
保
育
補
助
金
（
５
９
５
万
８
千
円
）

　

令
和
元
年
度
か
ら
名
手
保
育
園
・
粉
河
保
育
園
で
専
任
の
看
護
師
を

配
置
し
、
療
養
す
る
部
屋
を
設
置
し
て
病
児
保
育
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
不
法
投
棄
の
量
は
増
え
て
い
ま
す

か
。

Ａ
週
５
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
増
加
傾
向
で
す
。

Ｑ
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
不
法
投
棄
が
多

か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
処
理
方

法
は
お
知
ら
せ
し
て
い
る
の
で
す

か
。

Ａ
ガ
ス
を
使
い
切
る
か
、
中
身
を
抜
い

て
い
た
だ
き
、
中
身
が
な
い
こ
と
を

確
認
の
う
え
で
、
缶
の
日
の
ご
み
出

し
日
に
、
市
指
定
の
資
源
ご
み
袋
に

入
れ
、
他
の
缶
と
一
緒
に
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
対
応
が
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ
病
気
・
発
熱
、
ケ
ガ
、
下
痢
・
嘔
吐
、

投
薬
な
ど
の
対
応
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

Ｑ
他
の
園
と
の
違
い
は
。

Ａ
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
た

め
、
看
護
師
の
配
置
が
な
い
園
で
は

投
薬
が
で
き
ま
せ
ん
。

道沿いに不法投棄されたカセットボンベ

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
処
理
は
適
正
に
！

Pick up
6

子
供
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事
業

Pick up
7
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◎
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
（
３
８
０
０
万
２
７
０
７
円
）

　

次
世
代
を
担
う
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
就
農
か
ら
５
年
間
、
１

年
に
つ
き
１
５
０
万
円
の
資
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
31
名
に
支
給
さ

れ
ま
し
た
。
う
ち
、
新
規
採
択
者
は
７
名
で
す
。

◎
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
事
業
（
１
６
８
５
万
８
０
８
３
円
）

　

農
作
物
被
害
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
、
猟
友
会
な
ど
と
一
緒
に
有

害
鳥
獣
対
策
を
行
う
事
業
で
、
令
和
元
年
度
に
は
通
信
回
線
を
利
用
し

て
遠
隔
操
作
の
で
き
る
捕
獲
檻
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
檻
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

Ｑ
令
和
元
年
で
５
年
目
を
終
了
し
た
人

は
何
名
で
す
か
。

Ａ
５
名
の
方
が
終
了
し
ま
し
た
。

Ｑ
現
在
ま
で
に
何
名
の
方
が
こ
の
事
業

の
支
援
を
受
け
ま
し
た
か
。

Ａ
平
成
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、

こ
れ
ま
で
に
53
名
が
受
け
て
い
ま

す
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
捕
獲
檻
の
導
入

の
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ
４
回
の
捕
獲
実
績
が
あ
り
、
計
16
頭

の
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
令
和
元
年
度
の
狩
猟
免
許
取
得
者
の

人
数
と
年
代
は
。

Ａ
20
代
が
２
名
、
30
代
が
２
名
、
50
代

が
２
名
、
60
代
が
４
名
、
計
10
名
で

す
。

ＩＣＴ捕獲檻に掛かったイノシシ

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

新
た
に
７
名
が
就
農

Pick up
8

効
果
あ
り
！　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
檻

Pick up
9
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案　　　件　　　名 結　果

門　

眞
一
郎

上
野　

宗
彦

仲
谷　

妙
子

舩
木　

孝
明

太
田
加
寿
也

石
脇　

順
治

並
松　

八
重

中
村　

ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　
　

晃

川
原　

一
泰

高
田　

英
亮

室
谷　

伊
則

森
田　

幾
久

坂
本　

康
隆

堂
脇　

光
弘

竹
村　

広
明

石
井　
　

仁

杉
原　
　

勲

榎
本　

喜
之

村
垣　

正
造

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（隆）（公）（共）（公）（わ）（隆）（わ）（公）（清）（わ）（刷）（清）（共）（刷）（わ）（清）

議案第９８号　令和元年度紀の川市一般会計歳入歳
出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１０１号　令和元年度紀の川市国民健康保険
事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１０３号　令和元年度紀の川市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１０４号　令和元年度紀の川市介護保険事業
勘定特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１０５号　令和元年度紀の川市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１０６号　令和元年度紀の川市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１１８号　令和元年度紀の川市水道事業会計
における水道事業剰余金の処分及び決算の認定につ
いて

原案可決
及び認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

議案第１１９号　令和元年度紀の川市工業用水道事
業会計における工業用水道事業剰余金の処分及び決
算の認定について

原案可決
及び認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

【 ○…賛成　　×…反対　　－…議長　　欠…欠席　　退…退席 】
※ 議長は表決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※ （わ）…わかばクラブ　　（清）…清流会　　（公）…公明党　　（刷）…刷新クラブ　　（共）…日本共産党　　（隆）…隆盛クラブ

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

一般会計決算に対する

討　　論
賛成の

主な理由
反対の

主な理由

　歳入では、市税全体の収納率が、前年度
よりも向上しており、新たな滞納を増やさ
ず、公平・公正な徴収事務に積極的に取り
組んだ成果が上がった。

　国へ納める必要のない分の消費税を徴収
していること。

　専門職を配置することで市民サービスが
向上するのであれば、対応していく必要が
あること。

　財政計画以上の基金の積み立てをするの
ではなく、市民のために有効的に使う必要
があることをふまえ、市民の状況・ニーズ
に合うかどうかなどを理解したうえでの事
業を実施していただきたい。

　歳出では、荒川中学校校舎改築、予防接
種やがん検診の実施、新規就農者への支援
など、市民生活の安定と向上に必要な事業
を着実に実施し、住民福祉の増進がはから
れた。

　令和元年度の各施策の成果を分析し、今
後の事業を展開すること、さらなる財政運
営の健全化に努めることを期待する。

VS



紀の川市議会だより  No.55  2020.11（令和 2 年） 14

中村　まき　議員（15ページ）
　・避難所のあり方と今後
　◎旧ごみ袋の在庫解消を

門　眞一郎　議員（15ページ）
　◎新型コロナウイルスによる経済活動
　　への影響と今後の対応

石井　仁　議員（16ページ）
　◎コロナに罹っても治療・療養に専念
　　できるように

大谷　さつき　議員（16ページ）
　◎認知症対策の充実と認知症の事故補
　　償制度の導入を

太田　加寿也　議員（17ページ）
　◎ワーケーションを前提に、テレワー
　　クも活用した移住定住の促進を
　・学校教育環境の改善に向けて、30 人
　　以下学級の実施を進めるべきでは

並松　八重　議員（17ページ）
　・被災者支援システムの運用と活用の
　　現状は
　◎インフルエンザ予防接種費用に助成
　　を

いっぱん質問
一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の
執行状況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言
なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い
合わせください。（TEL　0736-77-0860）
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Ｑ　
こ
れ
ま
で
ご
み
袋
の
値
上
げ
が
２
回

行
わ
れ
た
。
旧
ご
み
袋
の
在
庫
量
は
。

Ａ　
も
や
す
ご
み
袋
（
大
）
で
１
３
２
万

５
０
０
枚
、
も
や
す
ご
み
袋
（
小
）
で

59
万
８
０
０
枚
。
資
源
ご
み
袋
（
大
）

で
37
万
４
０
０
枚
、資
源
ご
み
袋
（
小
）

で
23
万
５
２
０
０
枚
あ
る
。

Ｑ　
大
量
の
在
庫
を
抱
え
た
理
由
は
。

Ａ　
平
成
23
年
の
値
上
げ
の
際
、
ご
み
袋

の
買
い
占
め
が
起
こ
り
、
市
民
に
迷
惑

を
か
け
た
。
平
成
29
年
の
値
上
げ
で
は

袋
の
色
の
変
更
、
差
額
シ
ー
ル
貼
付
の

義
務
付
け
な
ど
改
正
の
周
知
徹
底
を

行
っ
た
結
果
、
買
い
占
め
が
起
こ
ら
な

か
っ
た
た
め
。

Ｑ　
在
庫
の
活
用
方
法
は
。

Ａ　
災
害
に
備
え
、
防
災
倉
庫
お
よ
び
避

難
所
へ
の
配
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
各
自
治
区
集
会
所
へ
１
人
に
つ

き
、
も
や
す
ご
み
袋
（
大
）
10
枚
、
資

源
ご
み
袋
（
大
）
５
枚
の
配
備
を
計
画

し
て
い
る
。

Ｑ　
市
内
経
済
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
ど
の
よ

う
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
か
。

Ａ　
商
工
会
や
立
地
企
業
連
絡
協
議
会
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
閉
店

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
事
業
者
は
な

く
、
立
地
企
業
で
も
、
解
雇
や
倒
産
は

な
か
っ
た
。
農
業
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
自
粛
で
需
要
が
減
少
し
た
花
き
生

産
農
家
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
他
の
作
物
は
ほ
ぼ
例
年
ど

お
り
で
、
心
配
し
て
い
た
桃
も
順
調
に

販
売
で
き
た
。

Ｑ　
市
独
自
の
事
業
者
へ
の
事
業
継
続
支

援
策
の
実
施
状
況
は
。

Ａ　
飲
食
業
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
紀
の
川
飯
」
を
制
作

し
、約
１
０
０
店
舗
が
参
加
し
て
い
る
。

医
療
関
連
製
品
等
生
産
設
備
導
入
支
援

補
助
金
を
市
内
事
業
者
１
社
が
活
用
し

て
マ
ス
ク
の
生
産
設
備
を
導
入
し
た
。

　
　

 
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
安
定

化
給
付
金
は
９
０
０
件
の
申
請
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
花
き
生
産
農
家
へ
の

支
援
と
し
て
、
小
中
学
校
、
保
育
所
、

福
祉
施
設
に
花
束
を
贈
る
取
り
組
み
を

中村　まき
大量の在庫がある旧ゴミ袋

プレミアム商品券

２
回
の
ご
み
袋
の
値
上
げ
と

在
庫
の
活
用

Ｑ　
配
備
し
た
袋
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
時
の
対
応
は
。

Ａ　
保
管
状
況
に
よ
っ
て
耐
用
年
数
が
異

な
る
た
め
定
期
的
に
確
認
し
、
使
用
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
担
当
課
で
交

換
す
る
。

Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
と
し
て
無
料
配
布
し
て
は
。

Ａ　
ご
み
収
集
の
際
、
旧
ご
み
袋
の
使
用

が
減
っ
て
お
り
、
差
額
シ
ー
ル
を
貼
ら

な
く
て
も
い
い
と
い
う
見
直
し
の
時
期

が
近
づ
い
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
も
含
め
、
今
後
、
利
用
促
進

の
た
め
の
方
法
を
考
え
て
い
く
。

門　眞一郎

コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
経
済
は
大
丈
夫
？

し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

Ｑ　
中
小
・
個
人
事
業
者
へ
の
休
業
補
償

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
減
収

へ
の
対
応
は
。

Ａ　
消
費
喚
起
の
手
段
と
し
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
30
％
の
商
品
券
を
実
施
す
る
。

着
手
し
て
い
る
支
援
事
業
の
期
間
延
長

や
拡
充
、
ま
た
事
業
者
が
必
要
と
す
る

支
援
策
を
協
議
し
、
市
内
経
済
の
早
急

な
回
復
を
は
か
り
た
い
。

　
　

 

市
民
の
頑
張
り
に
対
し
、
市
と
し
て

様
々
な
支
援
策
で
応
援
し
て
い
き
た

い
。
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Ｑ　
現
在
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
病
床
の
状
況

は
。

Ａ　
県
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
、
現
在

は
３
６
８
検
体
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
岩
出
保
健
所
管
内
で
は
、
こ
れ
ま

で
一
日
最
大
50
件
の
検
査
を
行
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

 

病
床
の
確
保
状
況
は
、
現
在
県
内
に

１
６
５
床
確
保
で
き
て
お
り
、
今
後
、

感
染
症
が
蔓
延
し
て
く
れ
ば
４
０
０
床

ま
で
増
や
す
計
画
で
あ
り
、
こ
の
他
に

療
養
の
宿
泊
施
設
と
し
て
１
３
７
床
を

確
保
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

 

ま
た
、
岩
出
保
健
所
管
内
で
は
患
者

受
け
入
れ
病
床
と
し
て
30
床
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ　
家
族
に
感
染
者
が
あ
る
場
合
の
相
談

や
生
活
支
援
の
体
制
は
。

Ａ　
患
者
や
そ
の
家
族
の
個
人
情
報
を
把

握
し
て
い
る
保
健
所
職
員
が
、
本
人
や

家
族
か
ら
困
り
ご
と
を
聞
き
、
そ
の
対

応
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
　

 

例
え
ば
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
親
が
感

染
し
た
場
合
、
子
供
の
年
齢
や
、
受
け

入
れ
て
く
れ
る
親
戚
の
有
無
に
も
左
右

さ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
児
童
相

岩出保健所

認知症高齢者の事故に備えて

石井　仁

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
医
療
の
体
制
、

患
者
と
家
族
の
支
援
は

Ｑ　
高
齢
化
が
進
み
、
２
０
２
５
年
に
は

65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
、
全
国
で

約
７
０
０
万
人
が
認
知
症
に
な
る
と
推

計
さ
れ
る
。

　
　

 

昨
年
６
月
18
日
に
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
認
知
症
の

発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る

社
会
を
目
指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

の
視
点
を
重
視
し
な
が
ら
、
共
生
と
予

防
を
車
の
両
輪
と
す
る
施
策
が
提
示
さ

れ
た
。
認
知
症
に
対
す
る
相
談
窓
口
の

体
制
は
。

Ａ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ

ネ
が
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
か
か
り
つ

け
の
主
治
医
に
相
談
し
、
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
那
賀
病
院
の
紹

介
や
物
忘
れ
外
来
の
受
診
を
勧
め
て
い

る
。

Ｑ　
認
知
症
患
者
が
在
宅
で
生
活
さ
れ
る

場
合
、
認
知
症
の
家
族
を
持
つ
人
に

と
っ
て
、
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
に
な

る
心
配
と
と
も
に
、
事
故
を
起
こ
し
た

り
、
他
人
に
危
害
を
加
え
た
り
し
て
高

大谷　さつき

認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支
え

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

談
所
で
保
護
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま

た
、
在
宅
介
護
を
担
っ
て
い
る
家
族
が

感
染
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
要
介
護
者

も
濃
厚
接
触
者
と
な
る
確
率
が
高
い
こ

と
か
ら
入
院
や
県
が
用
意
す
る
療
養
所

に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

 

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
県
と
保
健

所
が
そ
の
家
族
や
本
人
の
意
見
を
十
分

に
確
認
し
、
受
け
入
れ
機
関
を
調
整
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

 
本
市
も
保
健
所
か
ら
協
力
を
求
め
ら

れ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
協
力
す
る
。

額
な
賠
償
額
を
家
族
が
負
担
す
る
ケ
ー

ス
も
出
て
く
る
。
本
市
も
民
間
保
険
を

活
用
し
、
救
済
す
る
事
故
補
償
制
度
の

導
入
を
考
え
て
は
。

Ａ　
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責
任
保
険

事
業
は
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
に
保
険
金
の
支
払
い
を
受

け
る
。
保
険
の
契
約
者
は
自
治
体
で
、

保
険
料
の
全
額
を
自
治
体
が
負
担
す
る

た
め
自
己
負
担
が
な
い
。
全
国
で
39
の

自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
認
知
症
の

家
族
を
支
援
す
る
上
で
大
変
有
用
な
こ

と
は
認
識
で
き
る
。
実
施
に
つ
い
て
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。
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補助金を活用しよう

Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
、産
業
や
経
済
だ
け
で
な
く
、人
々

の
日
常
生
活
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
多
く
の
人
た
ち
が
生
活
環
境
を
変

え
る
べ
く
、
都
会
か
ら
田
舎
へ
転
居
・

移
住
を
考
え
て
い
る
。

　
　

 

空
き
家
活
用
も
含
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
可
能
な
住
環
境
や
通
信
環
境
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
。

　
　

 

こ
れ
ま
で
の
移
住
者
の
約
半
数
が
大

阪
か
ら
で
あ
り
、定
年
後
が
多
い
こ
と
、

移
住
支
援
補
助
金
な
ど
の
支
援
制
度
の

拡
充
が
必
要
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
特
に

働
く
若
い
世
代
に
積
極
的
に
移
住
を
勧

め
る
た
め
、
関
係
各
課
が
連
携
し
て
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
よ
り
効
果
的
な

情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
。

Ａ　
本
市
へ
の
移
住
に
よ
る
定
住
人
口
の

拡
大
を
は
か
る
た
め
、
大
阪
圏
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
関
連
す
る
情
報
を
一
つ
の

サ
イ
ト
に
集
め
た
移
住
定
住
に
特
化
し

た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
制
作
を
進
め
て

い
る
。

　
　

 

移
住
支
援
補
助
金
で
は
、
国
の
補
助

金
を
受
け
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た

め
、
本
市
独
自
の
施
策
と
し
て
若
者
定

太田　加寿也

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

若
い
世
代
の
移
住
定
住
を

Ｑ　
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
。
こ

の
秋
冬
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
同
時
流
行
す

る
こ
と
に
「
日
本
感
染
症
学
会
」
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
医
療
関
係
者
、
高
齢
者
、

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
、
小
児
に
つ
い
て
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強

く
推
奨
し
て
い
る
。
発
症
時
の
初
期
症

状
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関

で
の
対
応
は
。

Ａ　
検
査
の
た
め
、
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
を

と
る
行
為
は
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
は

非
常
に
危
険
な
行
為
と
な
っ
て
お
り
、

防
護
具
を
着
け
、
感
染
防
止
対
策
を
十

分
と
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
配
布
を
実

施
し
て
い
る
が
、
症
状
か
ら
検
査
を
行

わ
ず
に
薬
を
処
方
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
医
療
機
関
か
ら
保
健
所
に
連
絡
す

る
。

Ｑ　
子
供
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
は
子
育
て
世
代
に
は
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
助
成
が
必
要
と
考
え
る
。

並松　八重

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
時
流
行
に
備
え
て

住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
と
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
助
成
金
を
創
設
し
た
。

　
　

 

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
雇

用
し
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
と
利
活

用
を
考
え
る
と
と
も
に
、
㈱
ラ
イ
フ
ル

と
の
協
定
に
よ
り
、
空
き
家
の
流
通
と

利
活
用
の
促
進
に
努
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
も
視
野
に
入
れ

て
、
全
国
の
移
住
定
住
に
関
心
を
持
つ

方
々
か
ら
本
市
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。

生
後
６
ヶ
月
以
上
15
歳
ま
で
を
対
象
と

し
て
は
。

Ａ　
今
年
度
に
限
り
、
乳
幼
児
に
対
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

行
う
市
町
村
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

同
時
流
行
の
対
策
と
し
て
考
え
る
な

ら
、
65
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
を
対
象

と
し
助
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

い
つ
収
束
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況

の
な
か
、
今
年
度
だ
け
で
よ
い
の
か
な

ど
、
調
査
・
検
討
す
る
。
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関わる
ことについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

傍聴に関するお願い
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍
聴者の座席数を減らします。
　傍聴される方は、マスクの着用および手指消
毒をお願いします。また、熱のある方、体調のす
ぐれない方の傍聴はお控えください。
　大変ご迷惑をおかけしますが、みなさまのご
理解とご協力をお願いいたします。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回12 月定例会

厚生常任委員会　　8 月 12 日
・移動スーパー「まごの手」との包括連携に関する協定について
　　 高齢化社会における本市の現状や、協定に至った経過・概要説明を受けました。

産業建設常任委員会・総務文教常任委員会連合審査会　　９月２日
・都市公園整備事業（市民プール隣接芝生公園）について
　　 公園の遊具整備について、業者の選定や公園の概要説明を受けました。

全議員研修　　８月４日
・タブレット端末操作研修について　

　　タブレット端末導入に向けた見識の向上をはかるため、
　　端末を操作しながら研修を受けました。

※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することが
　あります。
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子供たちに遊び場を

待望の遊具が設置されます 地域経済循環分析を実施

地域経済発展のために

追 

跡あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！

答　弁 答　弁

その後 その後

遊具建設予定の芝生公園 地域の所得循環構造

　子供たちが安全に楽しく遊ぶことができる魅
力ある公園を作っては。

　市民からの要望も認識している。子供たちが
安全に遊べるような環境を整え、憩いの場とな
る公園づくりを考えていく。

　紀の川市の持つ利点をフルに活用するための
考え方を検討する余地がある。

　市民プール西側の芝生公園に、幼児・児童を対
象とした複合遊具が設置されることになりまし
た。議会からもさらに意見を出し、暑さ対策とし
ての東屋や、多目的トイレの設置も同時に進めら
れています。

　全体では稼ぐ力が弱く、分配面で流入した所得も
支出面でそのまま域外に出てしまっている状況。
　長所は、製造業を中心に第2次産業の稼ぐ力が強
く、市内の産業分布のバランスがいいこと。短所は、
住民1人当たりの所得が低いということで、支出面
において所得の流出が大きいと分析されました。

　地域経済の持続的な発展には、その地域内で
繰り返し再投資する力を作り出していくことが
重要。地域経済の持続的発展のための考えは。
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令
和
２
年
も
あ
と
２
ヶ
月
と
な

り
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
始
ま
り
、
現
在
も
そ

の
戦
い
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
手
指
消
毒
や
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
無
事
定
例
会
を
閉

会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
菅
内
閣
が
誕
生

し
ま
し
た
。
菅
新
総
理
の
最
優
先
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
す
。
感
染
拡
大
を
抑
え
る
一
方
で
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
経

済
政
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
正
し
く

向
き
合
い
、
平
穏
な
生
活
を
保
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ら
の
政
策
を
活
用
し
、

積
極
的
に
経
済
の
立
て
直
し
を
考
え

る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
く
な
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
議
会
は
、
市
民
の
皆

様
と
共
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
石
脇　

順
治
）
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